
 
 

 

防災備蓄倉庫 

 

避難所となる小・中学校に整備した倉

庫。 

寸法：W616×D235×H240[㎝] 

(面積：14.5 ㎡) 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

倉庫を開場後、扉に取り付けてある 

板を外し、入口枠にひっかけて 

スロープとして使用して下さい。 

（※板は、重いので設置・撤去する際

には、2 名以上で作業してください） 

スロープを設置した状態 



 
 

①毛布 

  真空パックにして保管  

※公民館内にも 15 枚保管（5 枚を 1 パックにして×3 個） 

②簡易トイレセット 

(処理袋 10 枚付) 

③簡易トイレ処理袋 

 （200 枚入り/箱） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

④肘掛付簡易トイレセット 

（処理袋 25 枚付） 

  お年寄りにも使い易い肘掛付きです。 
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⑧個室テント 

（110ｃｍ× 110ｃｍ×190ｃｍ） 

授乳室、更衣室、トイレなど色々な使用用途を想定 

 

 

 

 

 

 

 
 



 
 

⑨間仕切り 

 (段ボール製・ナイロン製) 

１室約２畳程度の広さ（高さ約１ｍ） 

があり、お年寄りや、乳幼児がある 

ご家族など、プライバシーに配慮した 

使用を想定しています。 

 

 

 

 

                         ←段ボール製 

完成寸法 

W200×D２00×H90 

                                      [㎝] 

                            一箱に 2 室入れて保管 

 

 

 

            ナイロン製→ 

完成寸法 

 W210×D２10×H100 

               [㎝] 

   収納時：直径 63 [㎝] 

          約 3．8 ㎏ 



 
 

 

 

 

 

 

  



 
 

⑩避難所用マット 

 

（1m×20m×厚み 8 ㎜） 

クッション性・保温性があり、体育館での下敷マットとしての使用を想定しています。 

 

⑪避難所開設セット（防災倉庫内または公民館事務室内） 

 避難所開設時のマニュアルやその他必要と思われる物が入っています。 

ロープ、テープ、ベスト、腕章、筆記用具、避難者カード、「避難所運営マニュアル」等 

  

  



 
 

⑫防雨シート 

 （5.4m×5.4m） 

体育館の床敷きとしての使用や、 

雨漏り対策など、色々な使用用途 

を想定しています。 

ブルーシートの事です。 

 

 

 

⑬発動発電機          ⑭投光器セット 

  

 

 

電気やガスの供給がストップ 

した場合の対策として、整備しています。 

 

コミセンで保管しているものと異なります。 

 

⑮コードリール 

⑯保存用ガソリン（1 缶 1ℓ入り） 

   段ボール 1 箱に 4 缶入りで保管（ガソリンは、車に使用する物と同様）。 

  「発動発電機」使用時に、ガソリンを使用する。 

 

⑰カセットガスボンベ（ガス式発動発電機に使用） 



 
 

 
 

【発動発電機の概要】 

使用燃料 無鉛レギュラーガソリン 
タンク容量 12.7ℓ 
定格出力 （交流）2400W（VA） 

（直流）120W 
定格電圧 （交流）100V 

（直流）12V 
定格電流 （交流）24A 

（直流）10A 
連続運転可能 
時間（h） 

約 20［1/4 負荷］ 
～約 7.2［定格負荷］ 

 

【操作盤】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【操作方法】 
〈発電機のかけ方〉 

① 燃料コックレバーを 
“出”の位置にする。 

 
② エンジン冷間時は、チョークノブを 
“始動”の位置の方向に引く。 

 
 
 

① 燃料コックレバー 
② チョークノブ 

③ エンジンスイッチ 

単相 100V コンセント 
（最大 15A） 

単相 100V コンセント 

⑬発動発電機簡易取扱説明書 



 
 

③ エンジンスイッチを 
“運転”の位置に合わせる。 
 
 

④ 始動グリップを引き、重くなる所を探し、勢いよく引く。 
 

 
 
 
 

（注）・始動グリップはゆっくりと元に戻してください。始動装置や周りの部

品を破損することがあります。 
・運転中は始動グリップを引かないでください。エンジンに悪影響を与

えます。 
 

⑤ 始動後、エンジンの回転が安定するのを確認しながらチョークノブを徐々

に戻し、暖気運転を行う。暖気運転をするとエンジン回転が安定し、電圧

変動が少なくなります。 
 
〈発電機の止め方〉 

※緊急停止の場合 
エンジンスイッチを“停止”の位置にする。 

 
※通常の停止の場合 
① 電気機器のスイッチを切る。 
② プラグをコンセントから抜く。 
③ エンジンスイッチを‘停止“の位置にする。 
④ 燃料コックレバーを“止”の位置にする。 
（注）キャブレター内にガソリンが残ったままの状態が続くと、ガソリンが 

変質して故障することがあります。 
 

※停止後に長期間使用しない場合 
① 電気機器のスイッチを切る。 
② プラグをコンセントから抜く。 
③ 燃料コックレバーを“止”の位置にし、エンジンが自然に停止するのを待

つ。 
④ エンジンスイッチを“停止”の位置にする。 

 
 

重くなるところ 
で一旦止める。 

勢いよく引く。 

☆その他、詳細については「取扱説明書」がありますのでご確認ください。 



 
 

 
 

【発動発電機の概要】 

使用燃料 ＬＰＧ（液化ブタン） 
定格出力 （交流）900W（VA） 
定格電圧 （交流）100V 
定格電流 （交流）9A 
連続運転可能 
時間（h） 

約 2.2［1/4 負荷］ 
～約 1.1［定格負荷］ 

 
 

【操作盤】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【操作方法】 
〈発電機のかけ方〉 

  ①カセットボンベを取付けます。 
   ・ボンベカバーを開ける 
   ・操作レバーが解除の位置にあること 
    を確認する。 
   ・カセットボンベキャップを外し、赤 
    いラインを下にして２本セットする。 
   ・カセットボンベが連続して回転しな 
    いことを確認 
   ・操作レバーを「解除」から「固定」 
    にスライドさせる。 
   ・ボンベカバーを閉じる。 
 
 

⑬発動発電機簡易取扱説明書（ガス式） 

 

 

 

  

エンジンスイッチ 
始動グリップ 

１００Ｖ交流コンセント 
（最大９Ｖ） 

エコスロットルスイッチ 

操作レバー 



 
 

②エンジンスイッチを「運転」の位置に 
 合わせる。 

 
 
 

③始動グリップを引き、重くなる所を探し、勢いよく引く。 

          
 

（注）・始動グリップはゆっくりと元に戻してください。始動装置や周りの部

品を破損することがあります。 
・運転中は始動グリップを引かないでください。エンジンに悪影響を与

えます。 
 

① 始動後、約１分間暖気運転を行って下さい。 
暖気運転をするとエンジン回転が安定し、電圧変動が少なくなります。 

 
〈発電機の止め方〉 

※緊急停止の場合 
エンジンスイッチを“停止”の位置にする。 

 
※通常の停止の場合 
① 電気機器のスイッチを切る。 
② プラグをコンセントから抜く。 
③ エンジンスイッチを‘停止“の位置にする。 
④ カセットボンベの取り外しを行う。 

・ボンベカバーを開ける。 
・操作レバーを「固定」から「解除」へ、スライドさせる。 
・カセットボンベを手前側から取り外す。 

⑤ 配管内の残留ガス使い切りを行う。 
・エンジンスイッチを「運転」にする。 
・始動グリップを引いてエンジンを始動する。 
・エンジンが停止するまで運転をする。 
・エンジンが停止したら、エンジンスイッチを「停止」にする。 

 

重くなるところ 
で一旦止める。 

勢いよく引く。 

☆その他、詳細については「取扱説明書」がありますのでご確認ください。 



 
 

⑭投光器取扱説明書 

 

【外観および配置】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【組み立て方】 
（１） 畳んである①スタンド（下部）を広げ、立てる。 
（２） ②スタンド（上部）をスタンド（下部）に取り付ける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ ハロゲンライト 

①  スタンド（下部） ②  スタンド（上部） ④  延長コード 

⑤  ハロゲン交換球 



 
 

（３） ③ハロゲンライトの裏側にある接続部を回し、下のように合わせ、ス

タンド（上部）に接続する（２か所）。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（４） ハロゲンライトのコンセントを④延長コードに接続し（２か所）、スタ

ンド（下部）のフックに引っ掛ける。 
              
 

   
 
 
 
 
 
 
 
（５） 完成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

⑭投光器取扱説明書(ＬＥＤ) 

 

【外観および配置】 

 
 
 

 
 
 
 

② スタンド（下部） ① ＬＥＤライト（上部） 

③ 高さ固定用グリップボトル ④ 落下防止ピン 



 
 

【組み立て方】 
（１） 畳んである②スタンド（下部）を広げ、立てる。 
（２） ①ＬＥＤライト（上部）を②スタンド（下部）に取り付ける。 
（３） ③高さ固定用グリップボトルで高さを調節し再び締めます。 
（４） ④落下防止ピンを差込みます。 
 

         
 
 
 
  

       
 

 

【注意事項】 
・使用後ＬＥＤライトが熱くなっている場合がありますので、収納の際は注意して

下さい。 

③固定用 
グリップボトル ③高さ固定用グリッ

プボトル（拡大） ④落下防止ピン 
を差込 



 

 

⑱ハイジャッキ（最大使用荷重は 1000 ㎏） 

 

 

 

段ボール箱に収納してあります。 

 

レバーの操作については、手を挟むなどケガに気を付けて下さい。 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

  



 

 

⑲炊飯装置 

 

木箱に入れて保管してあり

ます。 

 

炊飯時に必要なザル、杓子

（しゃもじ）、計量カップ

も、あわせて保管してあり

ます。 

 



 

 

⑳救急医療セット 

 

 

 



 

 

救急医療セット（セット内容） 

１ 殺菌消毒薬 

２ 皮膚疾患治療薬 

３ 外用湿布・皮膚炎用薬 

４ ガーゼ 

５ 医療用救急ばんそうこう（大・小） 

６ 救急ばんそうこう（フリーサイズ） 

７ 救急ばんそうこう（ガーゼ付） 

８ 清浄綿 

９ 消炎鎮痛シップ剤【打撲・骨折痛等】 

１０ 医療用粘着紙テープ（幅 9 ㎜） 

１１ 三角巾 

１２ 包帯（伸縮） 

１３ ハサミ 

１４ ピンセット【とげ抜き兼用】 

１５ 安全ピン 

１６ メモ帳・ボールペン 

１７ 冊子【緊急お手当法】 

 

 

 



 

 

㉑LP ガス装置（ボンベ庫） 

LP ガスの 50 ㎏ボンベは、室外の専

用倉庫内で保管しています。 

 

 

 

 

 

 

 訓練時に使用すると補充が出来ないため、地域で炊

き出し訓練などを行う際には５㎏ボンベを都市防災

部で貸し出ししています。 

 

 



 

 

㉒折畳式 リヤカー 

 災害時の人命救助、物資・食料等の 

運搬に活用 

 

使用時寸法： 

W870×L1860×H630 

自重：21 ㎏ 

最大積載重量：130 ㎏ 

        (アルミ製で軽量) 

 折畳時寸法： 

  W370×L1020×H750 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 



 

 

㉓災害救助用 資機材セット 

 

災害時の救助用資機材は、防災用倉庫

の設置とあわせて、倉庫に整備します。 

(1)ボルトクリッパ— (7)折畳ノコギリ 

(2)シャベル     (8)防塵ゴーグル 

(3)平バール     (9)防塵マスク 

(4)ハンマー     (10)ロープ 

(5)ツルハシ 

(6)万能オノ 

(1)ボルトクリッパ— 

 軟鉄線・銅線を切断する工具 

 (注意事項) 

・切断端材の飛散 

 （ゴーグル着用による防護） 

  ・電気が流れている物の切断は、 

出来ません。感電します。 

 

(2)シャベル 

  
 



 

 

(3)平バール 

 てこの原理を利用し、ドアやシャッ

ターなどをこじ開けたり、物を持ち

上げたりする時に使用する工具  

 

(4)ハンマー 

  
 

(5)ツルハシ 

 先端部が取り外して保管している

ため、使用時は、はめて使用する。 

 障害物を壊し、取り除く時に使用。 

 

 



 

 

(6)万能おの 

 他の工具と同様に、倒壊家屋などの

障害物を壊し、救出する際に使用。 

 

(7)折畳のこぎり 

 他の工具と同様に、倒壊家屋などの

障害物を壊し、救出する際に使用。 

 

 

(8)防塵ゴーグル 

 ボルトクリッパ—やノコギリなど

の工具類を使用する際に、飛散防止

として着用する。  

 



 

 

(9)防塵マスク 

 のこぎり等を使用時に粉塵を吸い

込み防止として使用。(2 枚入り) 

 

(10)ロープ 

 防災保管資機材の 

「救命ロープ」のページを参照。 

 

 

㉔救命ロープ 

 

ロープは、傷ついてしまうと弱い部

分から切断が始まり強度が弱くなり

ます。命を守るロープですので、大切

に扱ってください。 

        

 



 

 

 



 

 

㉕特設公衆電話セット 

  大規模災害が発生した際に、地域災害対策本部等（地域公民館など）において、臨時に

開設する特設公衆電話を設置するためのセットが入っています。 

内容物：使用方法のレジメ、電話機、電話線、結束バンド、養生テープ等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉖携帯電話充電器 

  各種携帯電話（スマートフォン）に対応し、携帯電話等が１０台同時充電可能となって 

おります。 

  



 

 

 

㉗緊急時用浄水装置 



 

 



 

 

 

地区 設置場所 住所 容量

1 金華 岐阜小学校 大工町１ 40
2 京町 中央中学校 京町３丁目１９ 40

3 明徳 岐阜市中央青少年会館（旧明徳小学校） 明徳町11番地 40

4 徹明 旧徹明小学校 金宝町4丁目１ 40
5 梅林 梅林小学校 金竜町6丁目６ 40

6 白山 白山小学校 白山町２丁目１－１ 40

7 華陽 華陽小学校 華陽５－１ 100

8 本郷 明郷小学校 本郷町３丁目１ 40
9 木之本 徹明さくら小学校 木ノ本町1丁目１８ 40

10 本荘 本荘小学校 此花町６丁目２９ 40

11 日野 日野小学校 日野北1丁目４－１ 100
12 長良 長良小学校 長良２５９ 100

13 長良西 長良西小学校 千代田町2丁目１ 40

14 長良東 長良東小学校 長良真生町３丁目９ 100
15 島 島小学校 北島7丁目６－１２ 40

16 早田 早田小学校 学園町2丁目３５ 40

17 城西 城西小学校 則武西1丁目８－１ 40
18 三里 三里小学校 六条北２丁目５－１ 40

19 鷺山 鷺山小学校 鷺山北町９－１２ 40

20 加納 加納小学校 加納西丸町１丁目７３－２ 40
21 加納西 加納西小学校 加納高柳町1丁目１ 40

22 則武 則武小学校 則武２０９－２ 40

23 常磐 常磐小学校 上土居８３８ 100
24 長森南 長森南小学校 切通5丁目１２－１ 100

25 長森北 長森北小学校 野一色3丁目１－３ 100

26 長森西 長森西小学校 北一色5丁目５－１ 100

27 長森東 長森東小学校 水海道2丁目１０－１ 100
28 木田 木田小学校 木田2丁目１７３ 100

29 岩野田 岩野田小学校 粟野西2丁目３３ 100

30 岩野田北 岩野田北小学校 粟野東2丁目３３－３ 100
31 黒野 黒野小学校 黒野２０－１ 100

32 方県 方県小学校 安食3丁目１１５ 100

33 茜部 茜部小学校 茜部新所4丁目９１－３ 100
34 鶉 鶉小学校 中鶉４丁目１８９－１ 100

35 西郷 西郷小学校 中西郷4丁目２６１ 100

36 七郷 七郷小学校 西改田字川向９４－１ 100
37 市橋 市橋小学校 市橋6丁目６－２８ 100

38 岩 岩小学校 岩滝西１丁目６１２ 100

39 鏡島 鏡島小学校 鏡島西２丁目２－１ 100
40 厚見 厚見小学校 上川手１９８－５ 40

41 日置江 且格小学校 日置江3丁目１８５９－１ 100

42 芥見 芥見小学校 芥見２丁目２１３ 100

43 藍川 藍川小学校 加野3丁目３－５ 100
44 芥見東 芥見東小学校 大洞桜台1丁目２ 100

45 芥見南 岐阜市教育研究所 芥見南山3丁目１０－１ 100

46 合渡 合渡小学校 寺田１－１ 100
47 三輪北 三輪北小学校 北野東３５６ 100

48 三輪南 三輪南小学校 太郎丸１０３４ 100

49 柳津 柳津小学校 柳津町丸野１丁目１ 100

※網代は、秋沢1丁目の岐阜リサイクルセンター横に４０㎥が整備済み

耐震貯水槽 地区別一覧　（令和元年度末 現在）



 

 

㉘折りたたみ式給水容器 

小さく収納することができ、最大２０Ｌの飲料水を入れることができます。 

ＪＩＳ－Ｚ－０２００ 落下強度検査食品衛生法容器検査確認 

使用時寸法：W２８０×Ｄ２８０×Ｈ２８０ｍｍ 

 

 

 
 

  



 

 

包装：ＰＥ 

ホールドキャリヤ２０ℓタイプ 
（ 折りたたみ式給水容器／Ｒ３２０ ） 
MADE IN CANADA（カナダ リライアンス社製） 

《特徴》 
○簡単に小さく折りたため、携帯に便利なポリ水入れ。 
○良質なポリエチレンを使用。繰り返しご使用できます。 
○アウトドアだけではなく、緊急・災害時の飲料水の確保 
 にも大変便利です。 

 

《用途》※飲料水専用 
《取扱上の注意》 
●ご使用前に必ず容器内 
のゆすぎ洗浄と破れの確認をしてください。 

●可燃性液体（ガソリン・灯油・アルコール等）、洗剤入り 
 液体（洗剤・洗浄水等）、液体薬品、炭酸飲料には使用しないで

ください。 
●容器をとがった物に当てると破れることがあります。 
●火のそば、直射日光、炎天下の車内等は避けてください。 
●水を入れた後、必ず蛇口はしっかり取り付けてください。 
●お茶・ジュース等を入れると着色する事があります。 
●たわし又はみがき粉等でみがくと傷がつきます。 
●ご使用後は、食器用洗剤・重曹等で洗浄後十分 

水洗いして、内部をよく乾燥させて下さい。 
●保管する場合は、日光に直接当たらない 

清潔な場所に保管してください。 

材質：ポリエチレン 

耐熱温度：７０℃ 

容器：２０ℓ 



 

㉙ポータブルトイレ 

  

要配慮者スペース等で使用する  

介護用の簡易トイレです。    

 使用時は、便器のバケツに便袋 

 をつけて、使用します。 

 

 

 

 

 

〇組み立てと収納について 

 

箱を開くと、右のように商品 

 が梱包されています。 

 便座の蓋を開けると①のとおり 

 説明書があります。 

 便器内には②のとおり、付属品 

 があります。 

 まず初めに、説明書や付属品を 

 取り出してください。 

 組み立てにあたり、付属品の袋 

 から③の部品を取り出して、用 

 意してください。 

 

 

 

①              ②             ③ 

 

 

 

 

 

 

 

（左からトイレットペーパー置き、 

背もたれ固定ピン×２） 



 

 

 本体を取り出すと、右のように底に背もたれ 

と手すりがあります。 

 組み立ては以下の写真の順に組み立ててくだ 

 さい。 

 

 

 

 

 

 

①背もたれをはめ込む    ②背もたれをピンで固定する ③手すりをはめ込む 

 

 

 

 

 

 

 

④手すりの固定ピンを横に回 ⑤両側の手すりを固定する  ⑥トイレットペーパー置き 

 して固定する                      付けて組み立て完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

※収納時は、上記の手順を逆に行ってください。 

 箱に収納する時は、手すりと背もたれを写真の形 

で収納してください。 

その際、箱の四隅の●部分に、本体の足部分を収 

納できるスペースを作ってください。 

 

 

 

 



 
 

㉚簡易ベッド 

材質 パイプ： ジュラルミン（粉体焼付塗装）  

生地 オックスフォード(ポリエステル 100%) 

製品サイズ （約）長さ 1900×横 620×高さ 420cm 

収納時サイズ （約）長さ 940×横 120 *収納袋付き 

重量 （約）4.5kg 

荷重量 200ｋｇ 

【収納時】 

 

 

 

 

 

 

【ベッド展開時】 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

㉛ワンタッチパーテーション 

材質：ポリエステル アルミコーティング仕様 

製品サイズ：（約）縦 2000×横 2000×高さ 1500 

収納時サイズ：（約）直径 800 ㎜ 高さ 90 ㎜ 

付属品：収納袋、屋根及び床用シート、天井メッシュ、名札ポケット 

【収納時】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【パーテーション展開時】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

㉜ロールフィルムパーテーション 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

㉝感染症対策災害時清掃キット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

㉞感染症対策資機材セット 

 

 

 

 

 

【セット内容】 

 品目 数量 

1 避難所開設マニュアル 新型コロナウイルス感染症対策編 １冊 

２ 健康状態チェックカード １００枚 

３ 非接触式体温計 ２台 

４ フェイスシールド １０枚 

５ 感染防止衣（雨合羽） １０着 

６ 手指消毒用アルコール（1ℓ入り） ８本 

７ 除菌シート（過酸化水素） １本 

８ デイスポ手袋（100枚入り） 300枚～2200枚※ 

９ 養生テープ（色付き） ４個 

  ※避難者数に応じて配備 

 

 

 



 
 

㉟屋内型避難所用テント（ひなんルーム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①外袋から本体を
取出す。本体を縛っ
ている紐（カバー）
は外袋に入れてお
く。 

②本体を広げると
ポール 2 組の入っ
た中袋がでてくる。 

③本体を更に広げ
りと底部の大きさ
に広がる。 
（２ｍ×２ｍ） 

④四隅にある、スリ
ーブ上部がポール
差し込み口となる。
（メッシュとの間、
手で持っている〇
の箇所） 
 
ポールを入れやす

いように差込口の
穴を広げておく。 

⑦ポールを繋ぎ合

わせて１本にし、ス

リーブに差し込む。 

⑧もう１本のポー

ルも同様に空いて

いるスリーブに差

込、繋ぎ合わせる。 

⑨繋ぎ合わせたポ

ール２本を上に向

けて立ち上げる。 

⑩本体中央上部に
付いているフック
をポール上部に掛
ける。 
（※交差している
上側のポールへ掛
ける） 

⑤たたまれている
ポールの先端から
２～３本をつなぎ
合わせる。（２組と

も） 

⑥ポールの先端を

スリーブに差込、反

対の対角側へも差

込みます。 

⑪メッシュの四隅
に付いている計８
個のフックを全て
ポールに掛ける。 

⑫ポールの差し込
み、フックの取り付
けを確認して完成。 

屋内型避難所用テント（ひなんルーム）組み立て手順 



 
 

㊱汚物処理袋資機材一式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 


